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#15　ゆったりと流れる吉野川の下流。流域には田畑
が広がっている。徳島市のベッドタウン、徳島県
名西郡石井町。そこに真言宗の寺、三宝院がある。
福住仁嶺はこの寺の住職の次男として、1997年1
月24日に生まれた。“仁”は、人を慈しむという
人間の根源的な愛の形であり、最高の徳とされて
いるもの。嶺は山の頂上。父は ｢綺麗な心を持っ
て思いやりがあり、またどんなに困難な道であっ
ても天辺に向かって突き進む強い心を持った人に
なって欲しい｣ と、“仁嶺”という名を授けた。
　そんな仁嶺がレーシングカートを始めたのは5
歳の時。実は父が若かりし頃、レーシングドライ
バーに憧れていた。また、ロックミュージシャン
として音楽の道を志したことも。だが、その夢で
食べて行くことはできず、実家の寺の勧めで僧侶
になったという経緯がある。父はサーキットを走
ることもあったが、それはあくまでも趣味。息子
が2人生まれると、父はその趣味をレーシングカ
ートに広げる。長男が5歳の時、小さなカートを
買い与え、次に仁嶺が5歳になるとそのカートに
乗った。自宅から30分ほどのところにある徳島
カートランドに家族でよく通ったという。｢気が
付いたらカートに乗っていました｣ という頃から
仁嶺は走っていた。だが、実際のレースに出たの
は小学4年生の時が初めて。地元ではカート人口
が多くなく、子供が出られるレースもなかった。
その初レースも静岡県のオートパラダイス御殿場
で行われたもの。翌年から出場する予定だった
M4カデット（入門的なクラス）のプレシーズン
レースだった。予選はPP。しかし、それまで1人

で練習してきただけの仁嶺はレースの“やり方が
全く分からず”、ローリングスタート直後の1コ
ーナーで他車から接触され、知らぬ間にスピンし
ていた。｢負けず嫌いではありましたけど、レー
スするのは少し怖かったですね｣ と仁嶺は当時を
振り返る。翌年にはシリーズ参戦して早くもチャ
ンピオンとなりスカラシップも得たが、当時はま
だレーシングドライバーになるという強い気持ち
も持っておらず、父の勧めでレースをしているよ
うなところもあった。
　中学に入って1年ほど経つと、そんな仁嶺に転
機が訪れる。思春期に入り、物心がついた仁嶺は
一時精神的に不安定になり、不登校になってしま
ったのだ。それでもレースだけは続けていた。こ
の頃は、｢レースで負けるとすごく落ち込むよう
になったし、負けたくない気持ちが強くなりまし
た｣ と言う。そして鈴鹿のカート・ジュニア世界
選手権を“鼻の差”で制し、スポンサーの後押し
で海外レースに挑戦をし始めた。“いずれ世界に

出るなら早く行って勉強した方がいい”とアドバ
イスされ欧州に渡ったが、そこでカルチャーショ
ックを受ける。｢日本以上にレースが危なかった
ですね。“これが海外か?”って。普通にやってい
たら“ナメられて終わりだな”って思いましたね
｣。
　ところが仁嶺は中学2年頃からレース以外の時
は自室に引き籠るようになり、他の何に対しても
やる気を持てなかった。友達や先生が心配して様
子を見に来たが、彼の心はなかなか外に開かれて
はいかない。その結果、同級生たちと同じ高校へ
の進学を断念。通信制の高校に進学することにな
り、仁嶺はようやく人生を考え始める。“これか
ら何をして生きるのか?”　出した答えがレース。
｢僕にはレースしかない。レースで生きて行こう｣
と心に決めた。そして、“どうせ目指すならF1と
いう天辺”という気持ちから、全日本カート選手
権参戦と同時に、SRS-F（鈴鹿サーキット・レー
シングスクール・フォーミュラ）にも入校。そし

てシーズン終盤の模擬レースで結果を出し、仁嶺
は“次点”でスカラシップに選出され、4輪レー
スの道へと歩を進める。そしてフォーミュラ 4 
FCクラスでチャンピオンを獲得。翌年にはF3に
ステップアップを果たし、ランキング4位となった。
　その仁嶺をホンダ・モータースポーツ部が
GP3に抜擢。生活の場をフランスに移し、ヨー
ロッパで走り始めた。初年度はランキング7位、
2年目の昨年はランキング3位。そして、今年は
F1直下のF2にステップアップすると同時に、全
日本スーパーフォーミュラ選手権にもデビューを
果たす。｢F1はもうそんなに遠くない｣。最近そ
う思い始めたという仁嶺は今年、これまでにない
プレッシャーを感じながら、遊ぶ時間もなく世界
を飛び回ることになる。来年はどこで走っている
のか。もちろん、レースファンの誰もが、『久々
の日本人F1ドライバー誕生の時』を心待ちにし
ている。

福住仁嶺
TEAM MUGEN ドライバー
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─ ピット割りTeam Pit
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いつも以上に重要度が増すピット戦略
第1戦 鈴鹿の見どころ

　2018年の全日本スーパーフォーミュラ選手権
がいよいよ開幕。舞台の鈴鹿サーキットは昨年の
最終戦・決勝が季節外れの台風で中止となったた
め、この日本のモータースポーツの“聖地”で国
内トップフォーミュラのレースが行われるのはな
んと1年ぶりになる。“ピュアレース”のファン
の方々にとっては待ちに待った1戦だ。
　今季のシリーズには、昨年同様11チーム・19
台が参加。だが、ドライバーの顔ぶれはかなり変

わった。ジェームス・ロシターや平川亮が久しぶ
りに復帰。昨年までF2で活躍した松下信治や、
今季F2と掛け持ちでシリーズに参加する福住仁嶺、
昨年ワールドシリーズ・フォーミュラV8 3.5でチ
ャンピオンを獲得したピエトロ・フィッティパル
ディがルーキーとして顔を揃える。また、一昨年
まで通算6シーズンの長きに渡って全日本F3に出
場、ようやくトップカテゴリーへの切符を手にし
た千代勝正も注目のルーキーだ。彼らを迎え撃つ

のが、経験者＆ベテラン勢。2度のタイトル獲得
を果たした石浦宏明を筆頭に、中嶋一貴、国本雄
資、山本尚貴といったチャンピオン経験者はもち
ろん、小林可夢偉、塚越広大、関口雄飛ら実力派
ドライバーが今季も覇権争いを演じる。
　そんな今シーズンは、タイヤの2スペック制が
全戦で採用されるというのが一番の変更点。ヨコ
ハマタイヤの発表によると、｢昨年スペックより
ももたないソフトタイヤを開発した｣ ということ
だが、これをどう使いこなすかが鍵となる。ノッ
クアウト予選では、Q1はミディアムの使用が義
務付け。Q2、Q3では制限はなくソフトを使う

のが定石と見られるが、ピークグリップはわずか
に1周ということで、誰が最もミスなくウォーム
アップとアタックをまとめられるかがグリッド位
置にも大きく影響しそう。また、決勝では両スペ
ックのタイヤをそれぞれ1回ずつは装着しなけれ
ばならないため、スタートにミディアムを選ぶの
か、ソフトを選ぶのかも注目だ。さらに今回は距
離が300㎞と長く、給油も必要。どちらのタイヤ
でどれぐらいの距離を走るのか、ピットタイミン
グも含めて見どころは多い。ソフトの持ち具合に
よっては2ピットも予想される分、各陣営の動き
から目が離せない展開となるだろう。

2018
ENTRY LIST
全日本スーパーフォーミュラ選手権 エントリーリスト

は今季スーパーフォーミュラ初参戦

：Twitter ：Facebook ：Instagram

※写真は開幕戦前のテスト時のものです。実際のカラーリングと異なる場合があります。

TEAM MUGEN
チーム・ムゲン

Nirei FUKUZUMI
福住仁嶺
1997年1月24日生
徳島県　15

2016、17年とGP3で活躍し、今季スーパーフォーミュラにデビューした話題の新人。ホ 
ンダの若手ドライバー育成プログラムの一員で、今季はF1直下のF2とダブル参戦する。

TEAM MUGEN SF14

  https://twitter.com/nirei_fukuzumi

P.MU/CERUMO・INGING
ピーエムユーセルモインギング

Hiroaki ISHIURA
石浦宏明
1981年4月23日生
東京都　

1990年9月12日生
神奈川県　

1

Yuji KUNIMOTO
国本雄資2

昨シーズンのチャン
ピオン。2 年ぶり 2
度目の王者となった。
昨年の第3戦では現
役最年長の 36 歳で
優勝を達成と、円熟
の域に達している。 JMS P.MU/CERUMO・INGING SF14

  https://ameblo.jp/ishiura/

2016 年に初優勝を
含む2勝を挙げて王
座に就いた現役では
最年少のチャンピオ
ン。昨年は第3戦富
士で初のポールポジ
ションを獲得した。 JMS P.MU/CERUMO・INGING SF14

  http://yujikunimoto.com

KONDO RACING
コンドー レーシング

Nick CASSIDY
ニック・キャシディ
1994年8月19日生
ニュージーランド　

1995年8月3日生
千葉県　

3

Kenta YAMASHITA
山下健太4

昨年スーパーフォー
ミュラにデビューし、
第2戦岡山のレース
1で3位入賞、第6戦
SUGOではPPと活
躍。自身の初優勝を
挙げられるか。 ORIENTALBIO KONDO SF14

  https://twitter.com/nickcassidy_

2016年に全日本F３チ
ャンピオンとなり、昨
年スーパーフォーミュ
ラに進級。3度の入賞
を果たし、第4戦もて
ぎではポールポジショ
ンを獲得した。 ORIENTALBIO KONDO SF14

  http://kentayamashita.jp

DOCOMO TEAM DANDELION RACING
ドコモチームダンディライアンレーシング

Tomoki NOJIRI
野尻智紀
1989年9月15日生
茨城県　5

Nobuharu MATSUSHITA
松下信治
1993年10月13日生
埼玉県　6

デビューした2014年にいきなり優勝を果たし、一躍注目の存在に。昨年は第5戦オー
トポリスでポールポジション獲得と速さは一級だ。

DOCOMO DANDELION M5S SF14

  https://twitter.com/tomoki_nojiri

2015年からF1直下の
GP2（17年にF2と改
称）で活動。今シーズ
ン、スーパーフォーミ
ュラにデビューした期
待の若手で、その実力
が注目される。 DOCOMO DANDELION M6Y SF14

  https://www.nobuharu.com

Kazuya OSHIMA
大嶋和也
1987年4月30日生
群馬県　8

UOMO SUNOCO TEAM LEMANS
ウオモ スノコ チーム ルマン

Pietro FITTIPALDI
ピエトロ・フィッティパルディ
1996年6月25日生
ブラジル　7

今年海外から唯一の
新規参戦者で、昨年
のワールドシリーズ
・フォーミュラ V8 
3.5のチャンピオン。
元 F1 王者のエマー
ソンを祖父に持つ。 UOMO SUNOCO SF14

  https://twitter.com/pifitti

昨年、古巣となるチー
ムルマンから5年ぶり
にスーパーフォーミュ
ラに復帰。第5戦オー
トポリスで3位入賞と、
名門チーム復活に全力
で挑む。 UOMO SUNOCO SF14

  https://twitter.com/oshima_kazuya



松田次生が語る
鈴鹿サーキットガイド

　今のクルマは1コーナーのクリップ付近まで全
開なので、ドライならものすごく迫力があるポイ
ント。ただ、セッティングが決まっていなくてク
ルマが跳ねたりすると、2コーナーのクリップに

付けないことがあります。2コーナーに向けては、
人によってブレーキングのタイミングが違います
し、ラインが変わってきます。大回りする人と小
回りする人がいますね。2コーナーの立ち上がり
からは早くもS字に入って行くアプローチになり
ますが、ソフトだとS字の1つ目はほぼ全開。逆
バンクも各々違いますが、最近は小さく回ってダ
ンロップコーナーを大きく使う人の方が多いです
ね。デグナーひとつ目はコース外側の白線ギリギ
リまで行って、コースをなるべくいっぱいに使わ

ないとエイペックス（頂点）のスピードを保てな
い。ヘアピンも奥まで行ってスピードを落とさず
に回って行く感じ。スプーンも1つ目が昔より速
いんですが、そこで頑張りすぎずに2つ目に上手
くアプローチできるラインを取る方がタイムにつ
ながりますね。シケインでは、2つ目の縁石を使
うか使わないか分かれるところ。1つ目でしっか
り車速を落として、2つ目で真っ直ぐ立ち上がる
ようなラインの方がタイムが出るし、オーバーテ
イクも仕掛けられにくいと思います。

全長：5.807km
コースレコード：1’35.907  中嶋一貴（VANTELIN KOWA TOM’S SF14） 2017.4.22

1コーナー

2コーナー

S字コーナー
逆バンク

ダンロップコーナー

最終コーナー

デグナーカーブ

ヘアピンカーブ

日立オートモティブ
システムズシケイン

200R

130R

スプーンカーブ
過去3年の結果（優勝者｜PP）

2017 中嶋一貴                  ｜ 中嶋一貴（VANTELIN KOWA TOM'S SF14） （VANTELIN KOWA TOM'S SF14）

各選手のアプローチの違いに注目!

COURSE DATA

SECTOR 1

SECTOR 2

SECTOR 3

SECTOR 4

─ スターティンググリッドStarting Grid

VANTELIN TEAM TOM’S
バンテリン チーム トムス

Kazuki NAKAJIMA
中嶋一貴
1985年1月11日生
愛知県　36

James ROSSITER
ジェームス・ロシター
1983年8月25日生
イギリス　37

2012、14年のチャン
ピオン。父はナカジマ
レーシングの中嶋悟監
督で、親子共々 F1 で
活躍した実績をもつ。
自身3度目のチャンピ
オン獲得を目指す。 VANTELIN KOWA TOM'S SF14

  http://www.kazuki-nakajima.com/

今季2年ぶりにスーパ
ーフォーミュラへ復帰。
2013 年にデビューし
た時と同じ強豪チーム
からの参戦で、タイト
ル争いに加わるか注目
される。 VANTELIN KOWA TOM'S SF14

  http://twitter.com/rossiterracing

REAL RACING
リアル レーシング

Koudai TSUKAKOSHI

塚越広大
1986年11月20日生
栃木県　17

2012年にチャンピオンを争い、惜しくも2位に。翌13年から現チームに移り、今年
で6年目のシーズン。チームに初優勝をもたらすことができるか。

REAL SF14

  http://www.tsukakoshikoudai.net/

carrozzeria Team KCMG
カロッツェリア チーム ケーシーエムジー

Kamui KOBAYASHI
小林可夢偉
1986年9月13日生
兵庫県　18

F1で活躍後、2015年
にスーパーフォーミュ
ラへ。昨年は第4戦の
もてぎで優勝目前の2
位を獲得と、今年こそ
初優勝の期待がかかる。 KCMG Elyse SF14

  http://www.kamui-kobayashi.com/

B-Max Racing team
ビーマックス・レーシング・チーム

Katsumasa CHIYO
千代勝正
1986年12月9日生
東京都　50

今年スーパーフォーミュ
ラにデビュー。これまで
はGTレースで主に活躍
し、ブランパン耐久シリ
ースでは日本人初のシリ
ーズ王者に輝いている。 B-Max Racing SF14

  http://www.chiyo-katsumasa.com/

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL
イトウチュウエネクス チーム インパル

Yuhi SEKIGUCHI
関口雄飛
1987年12月29日生
東京都　19

Ryo HIRAKAWA
平川 亮
1994年3月7日生
広島県　20

スーパーフォーミュラ
は2016年のデビュー
だが、その年に2勝し、
昨年も2勝とこの2年
間では最多の勝利を誇
る。目指すは初のチャ
ンピオン獲得だ。 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14

  https://twitter.com/yuhisekiguchi

2013年にスーパーフォ
ーミュラにデビュー。
16、17年はスポーツカ
ーやGTレースで活躍し、
昨年スーパーGTで王者
に。今年3年ぶりにスー
パーフォーミュラに復帰。 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14

  https://twitter.com/ryohirakawa

Naoki YAMAMOTO
山本尚貴
1988年7月11日生
栃木県　16

2013 年のチャンピ
オン。昨年こそ優勝
もポールポジション
もなかったが、ホン
ダ勢の中心的存在で、
今季もその先鋒とし
て活躍が期待される。 TEAM MUGEN SF14

  http://www.naoki-yamamoto.com

Takuya IZAWA
伊沢拓也
1984年6月1日生
東京都　65

TCS NAKAJIMA RACING
ティーシーエス・ナカジマレーシング

Narain KARTHIKEYAN
ナレイン・カーティケヤン
1977年1月14日生
インド　64

2001 年にフォーミュ
ラ・ニッポンに参戦。
その後F1で戦い、14
年から再びスーパーフ
ォーミュラに。今年
41 歳の現役最年長ド
ライバーである。 TCS NAKAJIMA RACING SF14

  https://twitter.com/narainracing

2012年にタイトル争いを演じ、ランキング3位。14年にはGP2に参戦した。15年か
ら再びスーパーフォーミュラにフル参戦し、今年チームを移籍した。

TCS NAKAJIMA RACING SF14

  http://www.takuya-izawa.com/

2015 A.ロッテラー       ｜ 山本尚貴
（PETRONAS TEAM TOM’S） （TEAM 無限）2016 山本尚貴  ｜ 山本尚貴（TEAM 無限） （TEAM 無限）
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　スーパーフォーミュラに参戦しているチーム 
の皆さんに「チームの自慢」をご紹介いただく 
このコーナー。第 1 回目は TCS NAKAJIMA 
RACINGの平野亮コーディネーターに自慢ポイ
ントを伺いました。
　まずピットに入ってすぐに紹介いただいたのは
ピット壁面に設置されたパーテーション（写真
①）。「チームスポンサーのエプソンさんの協力で、
ロゴを特殊印刷した布パーテーション」だそうで、
各チームとも2000mm×900mm程度の重くかさ
ばるアルミパーテーションを組み立てて使用する
中、「いろんな機材をトレーラーに格納する際、
収納がコンパクトでスペースの削減ができる」と
いう優れもの。また「他のピットは工具などのケ
ースをピット内に置いていますが、ウチはパーテ
ーションの下部に自前で棚を制作しています。な
るべくピット内の地面には物を置かないよう、効
率面にも安全面にも配慮しています」。
　特に驚くのはこうしたピット内のレイアウト

（写真②）は「事前に建築用の3D-CADで作成し、
人や物の動きによって、スポンサーロゴなどに死
角が生じないよう、シミュレーション」した上で
現地に入るそう。作業もしやすいし、大切なスポ
ンサーにも気を配った絶妙なレイアウトだ。また、
昨年から同チームをサポートする、ITサービスで
世界トップクラスの実績を持つTCS（タタ・コ
ンサルタンシー・サービシズ）のデータ解析技術
を使用し、「エンジニアが欲しいデータをソフト
ウエアとしてまとめ、運用を開始し始めた」とこ
ろ。「もうすぐ全てのデータをタブレット端末で
共有できるようになります。また、サーキットか
ら供給されるラップタイムデータではリアルタイ
ムで表現しきれない独自のチャートを、ある方法
を使ってリアルタイムで検証するものなど、チー
ムが持つ経験と豊富なアイデアと、TCSが持つ
ソフトウエア制作能力を融合させ、アプリケーシ
ョンを通して“視覚化”」している（写真③）。

「レース中の様々な条件変更によって生じるスト

ラテジーの変更も、展開を予測しながら解を見つ
け出すところまで行きたい」と言う。
　そして、中嶋悟監督も「ウチはごはんが美味
い!」と太鼓判を押す象印製の炊飯ジャーも自慢
の一つだ（写真④）。「お弁当はおかずだけお願い
し、ごはんはこのジャーで炊いています」とのこ
と。早朝から、時には深夜まで及ぶピット作業の
スタッフには、とても美味しいチーム自慢だ。

1

3

2

4

観戦中の情報収集は

http://superformula.racelive.jp/

タイムスケジュールTIME SCHEDULETV放映／映像配信

4月21日（土） 4月21日（土）
8:00- 8:20 N-ONE予選

8:40- 9:10 JSB1000 A Gr予選

9:25- 9:55 JSB1000 B Gr予選

10:15-11:20 SUPER FORMULAフリー走行

11:35-12:05 F3第1戦/2戦予選

12:20-13:10 ピットウォーク

13:40- N-ONE決勝［6Laps］

14:45- JSB1000 Race1決勝［18Laps］

15:45-16:05 SUPER FORMULA 公式予選（Q1）

16:15-16:22 SUPER FORMULA 公式予選（Q2）

16:32-16:39 SUPER FORMULA 公式予選（Q3）

17:00-17:30 キッズピットウォーク

4月22日（日）
8:00- 8:15 JSB1000フリー走行

8:35- 9:05 SUPER FORMULAフリー走行

9:45- F3 第1戦決勝［12Laps］

10:55- JSB1000 Race2決勝［18Laps］

11:55-12:45 ピットウォーク

13:50- SUPER FORMULA 決勝［51Laps］

16:30- F3 第2戦決勝［17Laps］

ピエール北川による場内実況がサーキットの臨場感をそのまま伝え、ピット
の緊迫した状況をレーシングドライバー 松田次生と、東(ひがし)美樹がピッ
トからレポートします。 今シーズンは、解説者に鈴木亜久里、古賀敬介（モ
ータージャーナリスト）を大会ごとに迎えて、鋭くまたわかりやすく解説を
します。 
○放送時間 ： 4月22日（日）午後6時00分～7時55分

7:45- 7:55 オープニングステージ　MC：水村リア／　7:55-8:05　鈴鹿サーキットクイーン PRステージ　MC：水村リア

8:10- 8:40 NGK ルーレット de スパーク!
9:10- 9:25 くま吉 じゃんけん大会　MC：今井優杏

10:00-10:15 ホンダN-ONE OWNER'S CUPトーク　ゲスト：中山友貴　MC：水村リア

11:20-11:40 JSB1000 TeamHRCトーク　ゲスト：（予定）高橋選手、宇川監督　MC：辻野ヒロシ

11:45-12:05 JSB1000 YAMAHA FACTORY RACING TEAMトーク　ゲスト：中須賀選手、野左根選手、吉川監督　MC：辻野ヒロシ

12:10-12:40 NGK Change de スパーク!
12:45-12:55 SFビギナーズトーク　ゲスト：東美樹　MC：水村リア

12:55-13:10 SF予選直前トーク　ゲスト：松田次生、東美樹　MC：水村リア

13:15-13:35 SFドライバートーク①　ゲスト：国本選手、N.キャシディ選手、山本選手、塚越選手、平川選手、J.ロシター選手　MC：今井優杏、水村リア

13:35-13:55 SFドライバートーク②　ゲスト：山下選手、松下選手、P.フィッティパルディ選手、福住選手、小林選手、関口選手、N.カーティケヤン選手　MC：今井優杏、水村リア

13:55-14:10 SFトヨタ若手監督トーク　ゲスト：立川監督、片岡監督　MC：今井優杏

14:10-14:45 レースクイーンステージ　MC：水村リア／ 16:45-17:00　鈴鹿サーキットクイーンステージ　MC：水村リア

17:00-17:20 テクノロジーラボラトリー　両角岳彦、浅見理美、スペシャルゲスト（予定）　MC：水村リア

4月22日（日）
7:45- 7:55 オープニングステージ　MC：水村リア／　7:55- 8:05　鈴鹿サーキットクイーン PRステージ　MC：水村リア

8:05- 8:20 くま吉 持ち物ゲーム　MC：今井優杏／ 8:20-9:05　レースクイーンステージ　MC：水村リア

9:10- 9:30 JSB1000 4メーカー監督トーク　ゲスト：（予定）吉川監督、宇川監督、加藤監督、釈迦堂監督　MC：辻野ヒロシ

9:30-10:00 NGK Change de スパーク!
10:00-10:15 SFホンダ監督トーク　ゲスト：村岡監督　MC：水村リア、東美樹

10:15-10:35 SFドライバートーク③　ゲスト：石浦選手、野尻選手、大嶋選手、中嶋選手、千代選手、伊沢選手 MC：今井優杏、水村リア

10:35-10:50 SFポールポジションドライバートーク　ゲスト：PP獲得ドライバー　MC：水村リア

11:40-11:55 SF決勝直前トーク　ゲスト：松田次生、東美樹　MC：水村リア

12:00-12:25 SFトヨタ監督トーク　ゲスト：舘監督、星野監督、近藤監督　MC：今井優杏

12:25-12:55 NGK BINGO de スパーク!
12:55-13:05 SFビギナーズトーク　ゲスト：浅見理美　MC：水村リア

16:10-16:25 鈴鹿サーキットクイーンステージ　MC：水村リア

16:30-16:45 SF優勝ドライバートーク　ゲスト：優勝ドライバー　MC：ピエール北川、松田次生

17:10-17:30 テクノロジーラボラトリー　両角岳彦、浅見理美、優勝エンジニア　MC：水村リア

順位、ラップタイム、セクタータイム、位置情報
などがひと目でわかる無料アプリ。場内放送も聞
けて非常に便利！

走行結果やインタビュー、その他リリースなど。随時最新情報を掲載！

RACE レース EVENT イベントBSフジ 決勝戦中継 
『2018スーパーフォーミュラ第1戦鈴鹿』

今シーズンから、「スーパーフォーミュラ」の情報を完全網羅する番組とし
てリニューアル。SF14ラストイヤー、 全戦2スペックタイヤ制など話題が豊
富な2018シーズン。そのレースダイジェストをレギュラーコメンテーター
の小林可夢偉と解説の松田次生が徹底分析。また、ゲストコメンテーターと
して登場する現役ドライバーやチーム関係者、レース好きの著名人などと共
にホットなニュースを深堀りする。 番組の進行役は本田朋子アナ。 ナレータ
ーは今年で番組3年目となる乃木坂46の樋口日奈が担当します。
○放送時間 ： 第2回 5月5日（土） 午後11時00分～11時55分

BSフジ
『スーパーフォーミュラ GO ON!』

大会終了14日後よりスーパーフォーミュラの決勝
レースを全戦オンデマンドにて無料配信。
http://gyao.yahoo.co.jp/sports/

GYAO!

※スケジュール、内容、出演者等は予告なく変更、中止になる場合があります。

全7戦の予選と決勝の模様をライブ中継。再放送や
レースダイジェスト番組も放送します。

J SPORTS

○放送時間： 4月21日（土） 午後3時30分～ 予選生中継 J SPORTS 3 
 4月22日（日）  午後1時30分～ 決勝生中継 J SPORTS 3

豪華入会特典やチケット販売など、
ファンクラブならではのサービスを
予定 ! 詳しくはオフィシャルサイト 
（https://superformula.net/sf2)内 
のファンクラブページをご覧ください

オフィシャルファンクラブ CLUB F
新規会員受付中!

世界が注目するドライバー達が集結。国内トップフ
ォーミュラ激動の1年間を振り返る決定版！　2017
年シリーズ全7戦のダイジェスト（レース中継+オ
ンボード映像+インタビュー）を収録。

GATE SHOP他鈴鹿サーキット内
各所で販売しています。

SUPER FORMULA OFFICIAL SHOP

全日本スーパーフォーミュラ選手権
2017総集編DVD発売中!

SUZUKA 2&4 RACE
公式プログラム販売中

https://superformula.net/sf2

記事やダイジェスト動画は……

価格：5,400円（税込）

価格：1,000円（税込）

スーパーフォーミュラオフィシャルfacebook
●Facebook

https://www.facebook.com/superformula.official

YouTube公式チャンネル
https://www.youtube.com/user/superformulavideo

公式ハッシュタグは「#sformula」

SUPER FORMULA公式アカウント

TOYOTA GAZOO Racing

HondaモータースポーツLive

@super_formula

@toyota_gr

@hondajp_live

レースの状況を把握するなら……

公式アプリ

リザルトやコメントを見るなら……

オフィシャルサイト

リアルタイムな情報収集には……

Twitter

2018年度のソフトタイヤの狙い
　スーパーフォーミュラへのADVAN供給初年度
となった2016年、かねてより検討されていたソ
フトタイヤの導入が決定し、第4戦もてぎに供給
しました。翌2017年、我々は供給2年目にしてミ
ディアム、ソフト、ウエットすべてのタイヤを刷
新し、それぞれの性能向上を図りました。特に第
4戦もてぎ、第5戦オートポリスの2大会に供給し
た新しいソフトタイヤは、前年以上にミディアム
タイヤとの差別化を図り、高い評価を得ることが
できました。一方で「サーキット、走り方、コン
ディションによっては意外に走行距離が伸びる」
ということから、さらにアグレッシブなタイヤの
ご要望もいただきました。我々としては、この特
性は「戦略の幅を持ついいタイヤ」だと認識して

2018年度のソフトタイヤの性能
　開幕戦前に行われた鈴鹿、富士の2回の公式テ
ストを経た感触としては、サーキットや路面温度
に左右されやすいのですが、ソフトタイヤはミデ
ィアムタイヤ比で1～2秒のタイムゲインがある
と認識しています。さらにデグラデーションも大
きくなっています。摩耗に関してはミディアムタ
イヤが1レースを走りきれるレベルを有している
のに対して、ソフトタイヤは使用条件によっては
10数ラップ程度ということも考えられます。

ったコンディション変化の過程で、ソフトタイヤ
とミディアムタイヤの性能が拮抗、もしくは逆転
する場合が予想されます。天候とコースの組み合
わせによっても、ソフトタイヤとミディアムタイ
ヤの相対関係が変わる可能性があります。これは
大会毎にソフトタイヤが勝つための「切り札」にも、 
どこかで消化しなければならない「足枷」にもな
りうるということです。望まれて開発したソフト
タイヤが「足枷」になるのは忍びないですが、この
辺りもレースの見所になるのではないでしょうか。

おり、このタイヤをこのまま継続使用すればよい
のではないかとも考えました。しかし、最終的に
2018年は、さらなるタイムアップ、デグラデー
ション（走行を重ねることによるタイヤ性能の劣
化）と摩耗の促進、加えて全戦2スペックという
ご要望を受けるに至りました。

2018年度のソフトタイヤの内容
　2017年ソフトタイヤからの変更点はキャップ
コンパウンド（タイヤ表面部のゴム性質）のみで
す。コンパウンドは2017年ソフトコンパウンド
ベースでグリップアップとデグラデーションの促
進を狙ったものです。さらにソフトコンパウンド
化による剛性低下を補うこと、摩耗限界を早める
こと、軽量化することを目的としてキャップコン
パウンド層を薄くしています。

ソフトタイヤの開発
第1回　横浜ゴム株式会社 タイヤ消費財開発本部MST開発部 部長 秋山一郎

T E C H N I C A L  C O L U M N ミディアムタイヤ ソフトタイヤ

予想される展開
　ソフトコンパウンドは、グリップアップとデグ
ラデーションの促進がなされています。ミディア
ムタイヤは温めに3ラップ程度必要で、一度温ま
ると冷めにくい特性になっています。一方、ソフ
トタイヤはそれより早く温まり、ピークの持続性
が短いので、特に予選では内圧管理も含めてタイ
ヤの温め方が非常に重要になります。決勝では摩
耗状態を含むタイヤ自体の変化、路面や路温とい

お求めは
場内売店か
公式サイトへ!

チーム探訪 ここがウチの 自  慢 です!


